
書き込み年表 advanced⑪、　中国史 7(明建国～後期) (皇帝の年代は在位をあらわす)

1350 元(1271～1368) 要因
紅巾の乱(白蓮教徒の乱, 1351) ・交鈔(紙幣)の濫発によるインフレ 宮廷の浪費とチベット仏教保護
韓山童、弥勒仏下生を唱え蜂起 ・自然災害と飢饉の多発
鎮圧後、子の韓林児紅巾軍結成 ・黄河の氾濫とその後の治水工事の負担
弥勒仏下生 困窮した者を救うために弥勒仏が表れるという信仰

農民出身、紅巾軍で頭角
明(1368～1644) 都：金陵(後の南京) 洪武帝(朱元璋, 1368～1398) 元の勢力をモンゴルに追放
洪武帝の改革 目的 農民反乱の防止、中央集権体制(皇帝独裁)の確立 北元(1371～1388)

主要組織をすべて皇帝直属とする
一世一元の制 一人の皇帝の統治につき一つの元号(日本では明治以降)
中央組織 中書省と丞相(長官)を廃止、六部(行政機構)を皇帝直属とする
立法(法律) 明律・明令 唐以降の唐律(とうりつ)を改正
軍事 五軍都督府 軍を5つに分けそれぞれの長官(都督)を皇帝直属に

衛所制 １衛を基本単位とし、その下に千戸所、さらに百戸所を組織
それぞれの衛・所に屯田(軍人が耕す田畑)を置き、自給自足

司法・監察 都察院 監察(官吏の不正をただす)・司法機関
地方組織 各省に布政使(行政)、都指揮使(軍事)、按察使(監察) (モンゴル高原)
徴税 賦役黄冊 戸籍台帳と租税台帳(各戸の家族構成・財産状況を記録) 北元、洪武帝により

魚鱗図冊 土地台帳、土地の所有者・面積・税額などを記録 滅亡(1388)
地方自治 里甲制 110戸を１里、そのうち最も裕福な富戸10を里長戸とする

残り100戸を10の甲に分け(1甲10戸)、各甲から甲首戸1名を選ぶ タタール(韃靼)
持ち回り制で10年で一巡 秩序の維持と税収の確保が狙い オイラト

訓示・教育 里老人 里の中の人望ある年長者、秩序の維持、儒教主義の教育(六諭) 勢力増す
六諭 権力・秩序に従順な民衆を育てる目的 (朝鮮半島)

①父母に孝順なれ ②長上を尊敬せよ ③郷里に和睦せよ 高麗
④子孫を教訓せよ ⑤生理(なりわい, 自分の職業)に 倭寇(前期)に苦しむ
⑥非為をなすな に安んじよ

貿易 海禁政策 朝貢以外の貿易・海上交通を制限 倭寇取り締まりが目的 李成桂、倭寇撃退
朝貢 周辺諸国が中国皇帝の徳を慕って貢物を贈る(朝貢) で頭角現す

皇帝は朝貢国に下賜品(回賜)を与える 朝貢国に有利 高麗の国王を廃す
倭寇 日本の海賊・商人が江南, 朝鮮沿岸部を略奪(前期倭寇, 14世紀)

海禁政策に反対し密貿易盛んに(後期倭寇, 16世紀) 都を漢城(ソウル)に
遷都

1400 建文帝(洪武帝の孫, 1398～1402) 洪武帝、子たちを各地の王に任命 李氏朝鮮(1392～1910)
靖難の役(1399～1402) 太祖(李成桂, 1392～1398)
建文帝の側近、各地の王の権限を抑圧 燕王朱棣(燕=北京周辺)の反抗

「君側の奸を除いて帝室の難を靖んず」
永楽帝(朱棣, 1402～1424) 宦官を重用
内閣大学士(皇帝の補佐)の設置(内閣=政治の最高機関, 1402)
モンゴル遠征(1410～, 計5回) タタール(韃靼), オイラト撃退
鄭和の南海遠征(1405～1431) 鄭和 宦官でイスラーム教徒(色目人) 足利義満を日本国王に封ず(1402)
目的 明帝国の威厳をアジア諸国に示す、諸国の朝貢を促す 義満、勘合貿易を開始(1404)
北京遷都(1421) 北平を北京に、金陵を南京に改称
「永楽大典」の編纂(百科事典, 全22,877巻)
「四書大全」「五経大全」の編纂 科挙試験の解釈の基準に

6代正統帝(英宗, 1435～1449) 永楽帝死後、タタール・オイラト強盛に
正統帝、モンゴル侵攻 明に交易を要求 エセン=ハン(オイラト)

土木の変(1449) 明軍全滅、正統帝捕虜に
1450 7代景泰帝(正統帝の異母弟, 1449～1457)

北京防衛 エセン=ハン、北京に侵攻するも落とせず
正統帝を釈放する和議を結ぶ

8代天順帝(英宗復位, 1457～1464) 正統帝復位 オイラト劣勢に

明を取り巻く対外的脅威(北虜南倭) タタール
南倭(海からの脅威) 北慮(陸の脅威) ダヤン=ハン(1487～1524?)
永楽帝以降、海禁政策を強化 長城の改修 全長2400km

1500 山海関(東)から嘉峪関(西)まで
密貿易や海賊行為広まる アルタン=ハン(ダヤンの孫)
後期倭寇(中国人中心, 南倭) モンゴル高原からの侵入(北慮)

アルタン北京を包囲(1550)
ポルトガル人広州付近に来航(1517) 和議成立、アルタン明に朝貢(1571)
(ポルトガル人種子島漂着(1543) ) アルタン、チベット仏教に帰依
ポルトガル人マカオ居住(1557) 指導者にダライ=ラマの称号与える
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